
デモ行進の模様。左から山健二副書記
長、永井幸子副書記長、松浦昭彦参与

　

連
合
は
２
月
27
日
、
２

０
２
５
春
季
生
活
闘
争
「
２
・
27
連
合
全
国
一
斉

ア
ク
シ
ョ
ン
中
央
集
会
・

ア
ク
シ
ョ
ン
デ

モ
」
を
都
内
で

実
施
。
Ｕ
Ａ
ゼ

ン
セ
ン
約
１
５

０
名
を
含
む
約

１
７
０
０
名
が

参
加
し
た
。

　

冒
頭
、
主
催

者
を
代
表
し
芳

野
友
子
会
長
が

挨
拶
。
集
会
に

先
立
ち
国
民
民
主
党
・
立

憲
民
主
党
に
対
し
て
政

策
・
制
度
実
現
へ
向
け
要

請
し
た
旨
を
述
べ
た
う
え

で
、
「
大
手
企
業
は
価
格

転
嫁
に
努
め
る
必
要
が
あ

る
。
中
小
企
業
は
臆
せ
ず

価
格
交
渉
を
申
し
入
れ
よ

う
」
な
ど
と
訴
え
た
。

　

ア
ク
シ
ョ
ン
デ
モ
で
は

日
比
谷
公
園
か
ら
八
重
洲

ま
で
行
進
し
、「
み
ん
な
で

つ
く
ろ
う
！
賃
上
げ
が
あ

た
り
ま
え
の
社
会
」
な
ど

の
横
断
幕
を
掲
げ
格
差
是

正
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

賃
上
げ
が
あ
た
り
ま
え
の
社
会
へ

賃
上
げ
が
あ
た
り
ま
え
の
社
会
へ

連
合
集
会

ヤ
ン
グ
リ
ー
ブ
ス

ヤ
ン
グ
リ
ー
ブ
ス

新
潟
に
よ
る
応
援

新
潟
に
よ
る
応
援

　

「
こ
う
し
た
場

に
立
つ
た
び
に
多

く
の
皆
さ
ん
に
支

え
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
感
じ
胸
が
熱

仲
間
の
声
を
国
政
に
届
け
続
け
る

達
の
も
と
へ
赴
く
の
が
難

し
く
な
る
な
か
、
「
国
会

議
員
と
し
て
国
政
に
送
り

出
さ
れ
た
私
が
ま
ず
や
る

べ
き
こ
と
は
政
策
の
実

現
。
３
５
０
０
カ
所
以
上

の
現
場
に
赴
き
集
め
た
声

を
政
策
に
変
え
て
国
政
に

届
け
、
実
現
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
「
国
会
質

問
で
は
、
本
当
に
皆
さ
ん

の
声
を
届
け
ら
れ
て
い
る

の
か
、
い
つ
も
自
問
し
て

い
ま
す
」
と
語
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
ま
だ
ま
だ
聞

く
こ
と
が
で
き
て
い
な
い

声
や
、
政
策
に
反
映
で
き

て
い
な
い
声
が
あ
る
と
し

て
、
「
そ
う
し
た
仲
間
の

思
い
を
こ
れ
か
ら
も
国
政

に
届
け
る
た
め
に
国
会
議

員
と
し
て
の
仕
事
を
続
け

て
い
き
た
い
」
と
心
を
込

め
て
意
思
を
表
明
し
た
。

　

ま
た
、
賃
金
闘
争
に
つ

い
て
「
賃
上
げ
は
労
使
交

渉
に
よ
り
実
現
す
る
も

の
。
国
会
議
員
が
取
り
組

め
る
の
は
賃
上
げ
を
実
現

　

5
日
、
第
４
回
中
央
執
行
委
員
会
で
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
の
組
織
人
員
は
１
９
０

万
１
９
４
５
名
と
な
り
ま
し
た
（
う
ち
短
時
間
組
合
員
は
１
１
６
万
４
２
０
３

名
）
。
ま
た
、
続
く
第
２
回
中
央
闘
争
委
員
会
で
は
、
２
０
２
５
労
働
条
件
闘

争
・
賃
金
闘
争
に
１
７
５
６
組
合
の
参
加
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
今
次
闘
争
で

は
、
相
場
形
成
を
担
う
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
ヤ
マ
場
（
３
月
12
日
）
を
前
に
、
10
組

合
が
先
行
し
て
満
額
妥
結
に
至
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
勢
い
の
も
と
、
同
日

夕
刻
、
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
は
「
２
０
２
５
賃
金
闘
争
・
参
議
院
議
員
選
挙
“
必
勝
”

総
決
起
集
会
」
を
開
催
。
会
場
（
有
楽
町
・
よ
み
う
り
ホ
ー
ル
）
・
オ
ン
ラ
イ

ン
視
聴
合
わ
せ
て
１
０
６
５
名
が
参
加
し
、
史
上
最
大
の
賃
上
げ
と
７
月
実
施

の
第
27
回
参
議
院
議
員
選
挙
で
の
「
田
村 

ま
み
」
必
勝
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

決
起
集
会
の
冒
頭
、
永

島
智
子
会
長
は
、
「
２
０
２
５
賃
金
闘
争
は
２
０
２

３
・
２
０
２
４
闘
争
で
生
じ
た
物
価
上
昇
に
負
け
な

い
賃
上
げ
の
流
れ
を
『
定

着
』
さ
せ
る
正
念
場

で
あ
り
、
企
業
規
模

間
や
雇
用
形
態
間
、

男
女
間
の
格
差
是
正

を
『
加
速
』
さ
せ
る

重
要
な
闘
い
で
あ

る
。
い
わ
ゆ
る
“
官

製
春
闘
”
な
ど
あ
り

え
な
い
。
組
合
員
一

人
ひ
と
り
の
声
を
集

め
、
労
使
の
真
摯
な

交
渉
に
よ
り
、
早

イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
労
働
組
合
連
合
会
イ
オ
ン
デ
ィ
ラ
イ
ト
労
働
組
合

【
正
社
員
】２
万
８
１
６
円
（
６
・８
６
％
）【
パ
ー
ト
】９５
・４
円
（
７
・０
０
％
）

イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
労
働
組
合
連
合
会
イ
オ
ン
ネ
ク
ス
ト
デ
リ
バ
リ
ー
ユ
ニ
オ
ン

【
正
社
員
】２
万
２
８
０
３
円
（
８
・６
４
％
）【
パ
ー
ト
】８２
・０
円
（
７
・０
８
％
）

ア
シ
ッ
ク
ス
ユ
ニ
オ
ン

【
正
社
員
】２
万
２
５
０
８
円
（
６
・０
１
％
）

イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
労
働
組
合
連
合
会
イ
オ
ン
九
州
ユ
ニ
オ
ン

【
正
社
員
】１
万
７
４
０
０
円
（
６
・１
３
％
）【
パ
ー
ト
】７６
・４
円
（
７
・０
０
％
）

イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
労
働
組
合
連
合
会
白
青
舎
労
働
組
合

【
正
社
員
】１
万
９
０
４
１
円
（
７
・０
７
％
）

イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
労
働
組
合
連
合
会
イ
オ
ン
デ
ィ
ラ
イ
ト
コ
ネ
ク
ト
労
働
組
合

【
正
社
員
】２
万
５
５
０
円
（
７
・０
０
％
）【
パ
ー
ト
】８０
・０
円
（
７
・０
１
％
）

マ
キ
ヤ
グ
ル
ー
プ
労
働
組
合

【
正
社
員
】２
万
５
９
円
（
６
・６
９
％
）【
パ
ー
ト
】７０
・０
円
（
６・５
５
％
）

イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
労
働
組
合
連
合
会
ま
い
ば
す
け
っ
と
労
働
組
合

【
正
社
員
】１
万
７
８
９
４
円
（
６
・２
６
％
）【
パ
ー
ト
】８８
・１
円
（
７
・０
０
％
）

イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
ワ
ー
カ
ー
ズ
ユ
ニ
オ
ン

【
正
社
員
】１
万
７
３
１
９
円
（
５
・３
４
％
）【
パ
ー
ト
】８１・０
円
（
７・０
７
％
）

イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
労
働
組
合
連
合
会
イ
オ
ン
デ
ィ
ラ
イ
ト
ア
カ
デ
ミ
ー
労
働
組
合

【
正
社
員
】２
万
１
７
６
３
円
（
７
・０
６
％
）【
パ
ー
ト
】９５
・０
円
（
７
・０
６
％
）

※
一
人
平
均
総
額
・
率
。
３
月
５
日
第
２
回
中
央
闘
争
委
員
会
時
点

期
・
高
水
準
の
賃
上
げ
を

獲
得
し
よ
う
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を

つ
う
じ
て
、
全
国
８
ブ
ロ

ッ
ク
の
代
表
に
よ
る
取
り

組
み
報
告
を
実
施
。
ベ
ル

工
場
労
働
組
合
の
田
渕
圭

組
合
長
（
九
州
ブ
ロ
ッ

ク
）
ら
が
熱
意
に
満
ち
た

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。
気

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
後
、
仲
間

達
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
一
杯
の

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
贈
呈
す
る

中
隈
節
子
本
部
ヤ
ン
グ
リ
ー

ブ
ス
委
員
長（
写
真
上・
左
端
）

万雷の拍手で迎えられ力強
く決意を語る田村まみ議員

ジ
ョ
イ
ス
ユ

ニ
オ
ン
の
日

影
拓
也
委
員

長
（
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ

ッ
ク
）
、
エ
コ
ス
ユ
ニ
オ

ン
の
上
田
久
美
子
副
書
記

長
（
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
）
、

ウ
オ
ロ
ク
労
働
組
合
の
那

須
野
紀
浩
委
員
長
（
北
陸

ブ
ロ
ッ
ク
）
、
シ
ナ
ノ
ケ

ン
シ
労
働
組
合
の
下
形
伸

介
組
合
長
（
東
海
ブ
ロ
ッ

ク
）
、
大
阪
ガ
ス
・
カ
ス

タ
マ
ー
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ

労
働
組
合
の
林
晃
弘
委
員

長
（
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
）
、

フ
レ
ス
タ
ユ
ニ
オ
ン
の
大

澤
幸
司
委
員
長
（
中
国
ブ

ロ
ッ
ク
）
、
大
窯
汽
船
高

知
労
働
組
合
の
細
川
大
樹

組
合
長
（
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
）
、
ト
ア
ル
ソ
ン
大
分

合
十
分
の
決
意
を
受
け
、

会
場
は
共
感
と
激
励
の
拍

手
で
満
た
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
ヤ
ン
グ
リ
ー
ブ

ス
（
青
年
組
織
）
新
潟
が

“
必
勝
”
応
援
団
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
、

闘
争
へ
向
け
た
勢
い
は
頂

点
に
。

　

最
後
に
、
永
島
智
子
会

長
の
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱

で
、
２
０
２
５
賃
金
闘
争

と
「
田
村 

ま
み
」
必
勝

を
誓
い
合
い

ま
し
た
（
田
村
議
員
の
挨

拶
は
別
項
参
照
）
。

88
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
が
熱
い
決
意
表
明

ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
が
熱
い
決
意
表
明

永島会長によるガンバロー三唱で必勝を誓い合った永島会長によるガンバロー三唱で必勝を誓い合った

く
な
り
ま
す
」
。
田
村
ま

み
組
織
内
参
議
院
議
員
は

決
意
表
明
の
冒
頭
、
感
謝

を
述
べ
た
。

　

国
会
対
応
な
ど
で
仲
間

田
村
ま
み

決
意
表
明 こ

の
た
び
の
岩
手
県
大
船
渡
市
で
の
山
林
火
災
で
被
災
さ
れ

た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

お
見
舞
い

で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ

と
。
さ
ら
に
賃
上
げ
後
の

生
活
を
よ
り
豊
か
に
し
て

い
く
た
め
の
政
策
を
掲
げ

実
現
す
る
こ
と
」と
述
べ
、

「
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
は
こ
れ

だ
け
多
く
の
仲
間
と
共
に

活
動
が
で
き
る
と
い
う
こ

と
を
、
今
回
の
賃
闘
で
改

め
て
実
感
し
て
い
ま
す
」

と
語
っ
た
。

　

最
後
に
「
み
ん
な
の
力

で
、
職
場
の
皆
さ
ん
や
ご

家
族
に
私
の
思
い
を
届
け

て
く
だ
さ
い
」
と
力
を
込

め
て
参
加
者
に
訴
え
た
。
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既
報
の
と
お
り
、
Ｕ
Ａ

ゼ
ン
セ
ン
総
合
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
医
療
・
介
護
関
連

業
種
所
属
組
合
は
、
保
健

現
在
、
深
刻
化
す
る
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
総
合
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
医
療
・
介
護
関
連
業
種
所
属
組
合
は
、

医
療
・
介
護
現
場
で
の
患
者
・
利
用
者
・
家
族
か
ら
の
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
撲
滅
を
目
ざ
し
、
調
査
活
動
や
要
請
活
動
を
精
力
的
に
展
開
し
て
い
ま

す
。
今
号
で
は
2
月
22
日
開
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

“
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
現
場
の
実
現
を
目
ざ
す
”

労務費の適正な価格転嫁の促進など、派遣・有期雇用労働
者が安心して働くことのできる環境整備へ向けて、日本
BPO協会と労使メッセージに調印した永島会長（中央右）

両産別の医療・介護関連業種所属組合や業界団体などから
70名以上が出席し、働く仲間を守るために必要なカスタマ
ーハラスメント対策の重要性について意見を交わした

医療・介護それぞれの現場の実態を共有し合
い、パネルディスカッションで理解を深めた

　

Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
は
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
も

と
、
２
０
２
０
年
12
月
２

日
、
派
遣
・
有
期
雇
用
労

働
者
に
対
す
る
感
染
防
止

や
雇
用
の
維
持
・
確
保
を

目
的
と
し
て
、
国
内
唯
一

の
製
造
業
を
中
心
と
し
た

人
材
派
遣
・
請
負
業
者
が

集
ま
る
業
界
団
体
で
あ
る

日
本
生
産
技
能
労
務
者
協

会
（
当
時
。
現
・
日
本
Ｂ

Ｐ
Ｏ
協
会
）
と
の
労
使
メ

ッ
セ
ー
ジ
に
調
印
を
実

施
。
そ
の
後
、
派
遣
・
有

期
雇
用
労
働
者
が
安
心
し

て
働
く
こ
と
の
で
き
る
環

境
整
備
へ
向
け
て
、
同
協

会
と
定
期
的
に
意
見
交
換

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

３
日
、
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン

は
、
労
務
費
等
の
価
格
転

嫁
を
推
進
し
、
派
遣
・
有

期
雇
用
労
働
者
の
労
働
条

件
向
上
に
つ
な
げ
る
た

め
、
日
本
Ｂ
Ｐ
Ｏ
協
会
と

２
度
目
の
労
使
メ
ッ
セ
ー

ジ
に
調
印
。
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
（
別
項
参

照
）
。
調
印
に
あ
た
り
、

日
本
Ｂ
Ｐ
Ｏ
協
会
の
清
水

竜
一
会
長
は
、
「
Ｕ
Ａ
ゼ

日
本
Ｂ
Ｐ
Ｏ
協
会
と
労
使
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
調
印

日
本
Ｂ
Ｐ
Ｏ
協
会
と
労
使
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
調
印

患者・利用者・家族からのカスタマーハラスメントに関するシンポジウム開催患者・利用者・家族からのカスタマーハラスメントに関するシンポジウム開催

“
派
遣
・
有
期
雇
用
労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る
環
境
整
備
へ
”

“
派
遣
・
有
期
雇
用
労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る
環
境
整
備
へ
”

オーミケンシOB　小寺　広幸

目標勝ち取るまで‼

労使メッセージ（概要）
　産業構造の変化や少子化の進展に伴う生産年
齢人口の減少により、雇用・労働環境が大きく
変化するなかで、だれもが安全に安心して働く
ことのできる就業環境の整備が一層重要となっ
ている。中小企業を含むサプライチェーン全体
において、デジタル技術の活用拡大に対応した
能力開発の質の向上や機会の拡大が求められて
おり、「人への投資」は不可欠である。「取引
の適正化」「労務費の価格転嫁」が確実に行わ
れ、賃上げ原資が確保されるよう、とりわけ、
労働者派遣においては、派遣労働者の賃金原資
となる派遣料金に労務費が適正に価格転嫁され
るよう、われわれは共に協力していかなければ
ならない。また、「ビジネスと人権」の観点も
ふまえ、労働関係法令の遵守と労働者との対話
をつうじ、より働きやすい職場づくりに取り組
むことが必要である。今後も、ＢＰＯ協会はＢ
ＰＯ・派遣の使用者団体として、ＵＡゼンセン
は派遣労働者・有期雇用労働者等を組織化する
産業別労働組合の代表として、相互の対話を深
めつつ諸課題の解決のため、派遣労働者・有期
雇用労働者等が安心して働き暮らすことができ
る社会の構築を目ざし努力を重ねていく。

ン
セ
ン
と
連
携
し
な
が

ら
、
労
務
費
等
の
価
格
転

嫁
を
実
現
し
、
派
遣
・
有

期
雇
用
労
働
者
の
労
働
条

件
向
上
に
つ
な
げ
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
Ｕ
Ａ

ゼ
ン
セ
ン
の
永
島
智
子
会

長
は
「
労
使
で
立
場
は
異

な
る
が
、
目
ざ
す
べ
き
目

標
は
同
じ
。
労
使
が
力
を

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
派

遣
・
有
期
雇
用
労
働
者
に

と
っ
て
働
き
甲
斐
の
あ
る

職
場
や
日
本
社
会
を
支
え

る
た
め
に
必
要
な
『
人
へ

の
投
資
』
を
実
現
で
き

る
。
引
き
続
き
、
派
遣
・

有
期
雇
用
労
働
者
が
安
心

し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る

環
境
整
備
に
取
り
組
む
」

と
応
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
意
見
交
換
で
Ｕ

Ａ
ゼ
ン
セ
ン
の
西
尾
多
聞

書
記
長
は
「
今
後
も
派

遣
・
有
期
雇
用
労
働
者
の

労
働
条
件
向
上
を
目
ざ

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に

つ
い
て
、
適
宜
意
見
交
換

を
行
い
な
が
ら
、
連
携
し

て
対
応
し
て
い
き
た
い
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

※
Ｂ
Ｐ
Ｏ
（
ビ
ジ
ネ

ス
・
プ
ロ
セ
ス
・
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
）
と
は
、
業

務
の
一
部
を
企
画
・
設
計

か
ら
実
施
ま
で
専
門
業
者

に
外
部
委
託
す
る
こ
と
。

医
療
福
祉
労
働
組
合
協
議

会
（
ヘ
ル
ス
ケ
ア
労
協
。

医
療
系
の
労
働
者
が
集
ま

る
産
業
別
組
合
。
連
合
加

盟
。
組
合
員
は
約
１
万
４

０
０
０
名
）
と
共
同
で
２

０
２
３
年
10
月
～
２
０
２

４
年
１
月
の
期
間
に
お
い

て
「
患
者
・
利
用
者
・
家

族
か
ら
の
カ
ス
タ
マ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
」
調
査
を
実

施
。
現
場
の
組
合
員
か
ら

７
１
６
４
件
の
回
答
を
集

約
し
、
本
調
査
結
果
に
も

と
づ
く
要
請
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。◇

　

２
月
22
日
、
Ｕ
Ａ
ゼ
ン

セ
ン
は
ヘ
ル
ス
ケ
ア
労
協

と
共
に
初
と
な
る
「
患

者
・
利
用
者
・
家
族
か
ら

の
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
を
開
催
。
医
療
・

介
護
関
連
所
属
組
合
や
業

界
団
体
か
ら
70
名
以
上
が

出
席
し
、
深
刻
化
す
る
カ

ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
実
態
や
対
策
の
必
要
性

に
つ
い
て
議
論
を
交
わ
し

ま
し
た
。

　

冒
頭
、
Ｕ

Ａ
ゼ
ン
セ
ン

の
古
川
大ま

さ
る

会

長
代
行
は
、

「
安
全
・
安

心
の
医
療
・

介
護
サ
ー
ビ

ス
の
構
築
は

喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い

る
。
現
場
で

働
く
組
合
員

の
声
を
世
論
喚
起
に
つ
な

げ
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
撲
滅
を
実
現
し

た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
髙
井
哲
郎
総
合
サ

ー
ビ
ス
部
門
事
務
局
長
は

「
引
き
続
き
、
連
合
や
他

産
別
と
連
携
し
、
医
療
・

介
護
分
野
に
お
け
る
カ
ス

タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
撲

滅
に
取
り
組
む
」
と
意
欲

を
示
し
ま
し
た
。

現
場
の
実
態
を
共
有
し

安
全
・
安
心
な
職
場
へ

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
実
態
を
共
有

し
、
必
要
な
対
策
を
考
え

る
き
っ
か
け
と
し
て
、

「
医
療
・
介
護
に
関
わ
る

す
べ
て
の
人

が
安
全
・
安

心
し
て
働
き

続
け
ら
れ
る
職
場
へ
向
け

て
」
と
題
し
た
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

本
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
Ｕ
Ａ
ゼ
ン

セ
ン
か
ら
立
川
メ
デ
ィ
カ

ル
セ
ン
タ
ー
労
働
組
合
の

飯
田
浩
二
書
記
長
、
ニ
チ

イ
グ
ル
ー
プ
労
働
組
合
の

糸
氏
悠
執
行
委
員
が
そ
れ

ぞ
れ
現
場
の
実
態
や
今
後

の
取
り
組
み
の
方
向
性
に

つ
い
て
提
起
し
ま
し
た
。

　

介
護
福
祉
士
の
有
資
格

者
で
あ
る
飯
田
書
記
長

は
、
医
療
・
介
護
関
連
業

種
所
属
組
合
と
の
情
報
交

換
を
ふ
ま
え
、
一
般
職
員

の
名
札
に
つ
い
て
フ
ル
ネ

ー
ム
記
載
を
止
め
た
事
例

を
報
告
。
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発

達
も
あ
り
、
誹
謗
中
傷
や

ス
ト
ー
カ
ー
被
害
の
可
能

性
な
ど
が
高
ま
っ
て
い

る
。
加
盟
組
合
同
士
で
、

現
場
の
実
態
を
定
期
的
に

情
報
共
有
し
た
こ
と
が
組

合
員
の
不
安
解
消
の
糸
口

起
し
ま
し
た
。
ま
た
、

「
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
を
撲
滅
す
る
た
め
に

は
、
固
定
観
念
に
と
ら
わ

れ
る
こ
と
な
く
、
各
現
場

の
実
態
に
合
っ
た
対
応
を

皆
で
考
え
、
実
践
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
」
と
訴
え

ま
し
た
。

　

一
方
、
糸
氏
執
行
委
員

は
、
医
療
事
務
の
観
点
か

ら
現
場
の
事
例
を
共
有

し
、
「
自
動
精
算
機
の
導

入
や
複
数
名
で
の
対
応
な

ど
、
自
組
織
で
で
き
る
こ

と
か
ら
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
対
策
を
前
進
さ

せ
る
こ
と
が
第
一
歩
と
な

る
」
と
提
起
。
さ
ら
に
、

「
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
対
策
の
“
要か

な
め

”
は
現

場
の
ス
タ
ッ
フ
の
対
応
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
に
関

す
る
研
修
の
実
施
は
も
と

よ
り
、
職
場
で
蓄
積
さ
れ

て
い
る
経
験
を
次
世
代
に

も
つ
な
げ
る
必
要
が
あ

る
」
と
言
及
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
本
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
受
け

て
、
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
総
合

サ
ー
ビ
ス
部
門
の
山
崎
茂

治
執
行
委
員
は
、
「
現

在
、
医
療
・
介
護
業
種
の

職
場
に
適
し
た
カ
ス
タ
マ

ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を
進
め

て
い
る
。
ま

た
、
田
村
ま

み
組
織
内
参

議
院
議
員
を
は
じ
め
、
組

織
内
・
準
組
織
内
議
員
と

共
に
カ
ス
ハ
ラ
対
策
の
法

制
化
を
目
ざ
し
て
い
る
」

と
強
調
し
ま
し
た
。

飯田氏

糸氏氏

と
な
っ
た
」
と
同
業

種
内
に
お
け
る
連
携

強
化
の
必
要
性
を
提

ＵＡゼンセン・ヘルスケア労協共催
＂カスタマーハラスメントから＂カスタマーハラスメントから
　医療・介護現場で働く仲間を守る！＂　医療・介護現場で働く仲間を守る！＂

　ＵＡゼンセン共済事業局は、下記のとお
り、「介護セミナー」を開催します。ぜひご
参加ください。お申し込みは右記ＱＲコー
ドからどうぞ。

介 護 セ ミ ナ ー
の ご 案 内

参加費
無料

※2部終了後にオンライン相談を受け付けます
定員　会場20名・Web参加100名（先着順）
� ※通信費・交通費は自己負担
締め切り　2025年４月30日（水）まで
お問い合わせは共済事業局（TEL 03-3288-3533）まで

第1部「老親介護にかかるお金と時間の疑似体験」
	 （講師 :セントワークス株式会社 一之瀬 幸生 氏）
第2部「"親の介護準備 "について考えてみませんか ?」
	 （講師 : UAゼンセン共済事業局）

内
容

2025年 5月13日（火）
14:00〜16:10

日
時

年（令和 年） 月 日（木）２０25 ７ ３ ６ ―297号 （　）2



　さまざまな物が値上がりするなか機関誌『Yuai』の巻末の「漢字クロスワ
ードパズル」の当選賞金を見直すこととしました。４月号出題の当選者（７
月号掲載分）から変更します。ぜひご応募ください。

【ゆとりの3000円】➡5000円にアップ
【図書カード500円】➡クオカード1000円に

【機関誌『Yuai』からのお知らせ】

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
答
え

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
答
え

Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
新
聞
・『

Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
新
聞
・『
Y
u
a
i

Y
u
a
i
』』

「
お
菓
子
の
詰
め
合
わ
せ
」

「
お
菓
子
の
詰
め
合
わ
せ
」

プ
レ
ゼ
ン
ト
当
選
者

プ
レ
ゼ
ン
ト
当
選
者
5050
名名

新
春
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

新
春
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル  

＆＆

ま
ち
が
い
さ
が
し

ま
ち
が
い
さ
が
し

　　

  

当
選
者

当
選
者
4040
名名��

図
書
カ
ー
ド（
１
０
０
０
円
）

図
書
カ
ー
ド（
１
０
０
０
円
）

物

価
年

内

　

金
田
庸
介
（
ア
ツ
ギ
本

社
）
、
長
島
ゆ
か
り
（
有

沢
製
作
所
）
、
冨
岡
博
史

（
近
江
兄
弟
社
）
、
北
澤

成
伸
（
オ
グ
ラ
金
属
）
、

日
野
志
津
佳
（
花
王
ビ
ュ

ー
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ズ
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
関
西
）
、
前
中

美
穂
（
小
泉
製
麻
）
、
佐

藤
真
美
子
（
興
電
舎
）
、

淀
敦
子
（
ジ
ェ
ク
ス
）
、

藤
田
明
美
（
住
江
本
部
）
、

川
崎
祥
太
郎
（
全
星
薬
品

工
業
）、波
多
野
幸
恵（
セ

ー
レ
ン
）
、
山
崎
奈
美
子

（
象
印
マ
ホ
ー
ビ
ン
）
、

向
井
久
尚
（
タ
カ
ギ
セ
イ

コ
ー
）
、
中
村
愛
（
中
越

レ
ー
ス
工
業
）
、
山
田
祐

希
（
中
国
精
油
）
、
繁
田

淳
子
（
東
播
染
工
）
、
鳥

山
佳
宏
（
長
谷
虎
紡
績
）
、

佐
藤
美
紀
（
パ
ラ
マ
ウ
ン

ト
硝
子
）
、
市
島
亜
矢
子

（
水
沢
化
学
）
、
梁
取
史

奈
（
ミ
ユ
キ
）
、
山
崎
郁

子
（
ア
タ
ッ
ク
ス
マ
ー

ト
）
、
宮
里
ゆ
か
り
（
イ

ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
赤
池
）、

笹
陽
子
（
い
と
く
）
、
小

林
瑠
美
子
（
ウ
オ
ロ
ク
）
、

馬
場
亮
（
オ
ー
ル
サ
ン
デ

ー
）
、
根
本
由
起
子
（
カ

ス
ミ
横
芝
光
）
、
芦
田
真

吾
（
さ
と
う
フ
レ
ッ
シ
ュ

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
）
、
長
谷

川
亮
（
サ
ン
ド
ラ
ッ
グ
）
、

中
﨑
姫
香
里
（
Ｇ
‐
７
・

オ
ー
ト
・
サ
ー
ビ
ス
）
、

岡
美
由
紀
（
ぜ
に
や
）
、

古
関
晶
美
（
ダ
イ
ユ
ー
エ

イ
ト
）、本
村
美
津
穂（
ダ

イ
レ
ッ
ク
ス
）
、
山
本
久

子
（
ナ
ン
バ
）
、
橋
本
真

二
（
浜
屋
）
、
井
上
正
己

（
北
星
産
業
）
、
杉
澤
由

美
（
マ
キ
ヤ
グ
ル
ー
プ
）
、

谷
口
由
季
（
マ
ツ
ヤ
ス
ー

パ
ー
）
、
赤
坂
真
紀
（
丸

広
）
、
星
野
千
里
（
八
木

橋
）
、
佐
藤
雅
彦
（
リ
オ

ン
・
ド
ー
ル
）
、
柿
田
琴

音
（
魚
国
総
本
社
名
古

屋
）
、
柏
原
実
佳
（
カ
ネ

美
食
品
）、黒
岩
那
奈（
亀

田
製
菓
白
根
）
、
堀
尾
妙

子
（
コ
コ
ス
ジ
ャ
パ
ン
）
、

山
口
祐
太
（
ジ
ョ
イ
フ

ル
）
、
三
久
保
真
司
（
セ

ブ
ン
＆
ア
イ
・
フ
ー
ド
シ

ス
テ
ム
ズ
）、嘉
村
瞳（
ダ

ス
キ
ン
）、篠
田
史
枝（
ニ

チ
イ
グ
ル
ー
プ
）
、
坂
谷

公
朗
（
三
重
県
南
部
自
動

車
学
校
）、江
川
知
子（
夕

刊
デ
イ
リ
ー
）

【
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
】

　

広
田
朝
子
（
勝
星
産

業
）
、
丹
羽
恵
里
奈
（
岐

セ
ン
）
、
森
下
望
（
ク
ラ

レ
茨
城
鹿
島
）
、
園
田
龍

郎
（
グ
ン
ゼ
宮
崎
）
、
望

月
智
文
（
帝
人
三
島
）
、

大
村
彩
良（
東
洋
紡
岩
国
）

馬
場
雪
乃
（
ニ
チ
ビ
）
、

佐
久
間
恵
（
日
東
紡
績
福

島
）
、
関
綾
乃
（
伊
藤
チ

ェ
ー
ン
）、戸
井
晶
子（
九

州
ケ
ー
ズ
）
、
杉
田
琴
乃

（
ク
リ
エ
イ
ト
エ
ス
・
デ

ィ
ー
）
、
桑
原
知
佳
（
ゲ

オ
グ
ル
ー
プ
）
、
遠
藤
直

美
（
コ
メ
リ
）
、
吉
岡
真

由
美
（
ス
ー
パ
ー
モ
リ
ナ

ガ
）
、
金
津
幸
子
（
全
サ

ン
シ
）
、
稲
見
伸
彦
（
た

い
ら
や
）、佐
藤
直
美（
ヤ

マ
ダ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
）
、
宍
戸
妃
美
子
（
シ

ダ
ッ
ク
ス
）
、
朝
賀
由
記

代
（
立
川
メ
デ
ィ
カ
ル
セ

ン
タ
ー
）、菊
地
弓
子（
丸

大
食
品
・
ご
家
族
）

【
ま
ち
が
い
さ
が
し
】

部
祐
希
（
東
北
ゴ
ム
）
、

皆
川
経
子
（
日
清
紡
館

林
）
、
東
智
子
（
ホ
ク
モ

ウ
）、佐
々
木
美
秋
子（
イ

オ
ン
東
北
）
、
高
山
幸
紘

（
コ
コ
カ
ラ
フ
ァ
イ
ン
北

海
道
）
、
重
田
多
都
（
島

忠
）
、
小
林
君
子
（
全
イ

ズ
ミ
長
崎
）
、
瀧
上
富
美

子
（
ダ
イ
エ
ー
西
宮
店
）
、

岩
倉
利
代
子
（
東
京
イ
ン

テ
リ
ア
家
具
長
野
Ｄ
Ｃ
）、

大
山
忍
（
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
F
古

川
）
、
砂
賀
光
男
（
マ
ル

エ
ツ
）、山
本
か
ほ
る（
ト

ー
カ
イ
中
部
）
、
廣
瀬
友

紀
子
（
阪
神
自
動
車
学

院
）
、
田
中
明
美
（
ビ
ッ

グ
ボ
ー
イ
ジ
ャ
パ
ン
）
、

三
好
栄
子
（
フ
ラ
ン
ソ
ア

グ
ル
ー
プ
福
岡
）

労
連
名
・
敬
称
略

ま
ち
が
い
さ
が
し
答
え

ま
ち
が
い
さ
が
し
答
え

　

中
島
裕
介
（
旭

化
成
）
、
岩
崎
香

織
（
ク
ラ
シ
エ
東

京
ホ
ー
ム
プ
ロ
ダ

ク
ツ
）
、
鈴
木
侑

香
里
（
ジ
ャ
パ
ン

プ
リ
ン
ト
）
、
瀬

川
充
穂
子
（
星
和

電
機
）
、
釜
淵
奈

美
（
東
レ
）
、
田

　UNI Global Union（ユニグローバルユ
ニオン／略称：UNI）は、150カ国・900
組織の2000万名に上るサービス産業で働
く労働者を代表する国際産業別労働組合。
本部はスイス・ニヨン。4つの地域組織を
持ち、日本はUNIアジア太平洋地域組織
（UNI-APRO=ユニアプロ／本部 ・ シン
ガポール）に所属している。今回の地域大
会で実施された役員選挙において、松浦昭
彦UNI-APRO会長（ＵＡゼンセン参与）、
永島智子UNI-APRO執行委員（ＵＡゼン
セン会長）が再任。また、ＵＡゼンセン国
際局の中田綾子副部長がUNI-APRO女性
委員会議長に新任された。

UNIとは？

社
会
の
変
革
を
進
め
る

原
動
力
は“
労
働
組
合
”

　

第
6
回
地
域
大
会
で
は

「
変
革
の
た
め
に
、
共
に

立
ち
上
が
ろ
う
」
の
テ
ー

マ
の
も
と
、
3
日
間
の
討

議
を
経
て
2
0
2
4
～

　

2
0
2
4
年
11
月
18
～
22
日
、
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
に
お
い
て
、
サ
ー
ビ

ス
産
業
の
労
働
者
を
代
表
す
る
国
際
産
業
別
労
働
組
合
Ｕ
Ｎ
Ｉ
の
ア
ジ
ア

太
平
洋
地
域
組
織
Ｕ
Ｎ
Ｉ
―
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
は
、
第
6
回
地
域
大
会
を
開
催
。

22
カ
国
か
ら
6
0
0
名
（
う
ち
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
18
名
）
以
上
が
出
席
し
、

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
労
働
組
合
が
直
面
す
る
課
題
の
解
決
へ
向
け
て
、

活
発
な
議
論
を
行
い
ま
し
た
。
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
の
出
席
者
の
発
言
を
中
心

に
、
今
回
の
地
域
大
会
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

2
0
2
8
年

度
活
動
計
画

を
採
択
し
ま

し
た
。
冒
頭
、
松
浦
昭
彦

Ｕ
Ｎ
Ｉ
―
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
会
長

（
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
参
与
）

は
、
「
“
激
動
の
時
代
”

を
乗
り
切
る
に
は
、
働
く

者
全
体
で
よ
り
一
層
連
帯

を
強
化
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

 

そ
の
後
、
活
動
計
画
に

も
と
づ
く
テ
ー
マ
ご
と
に

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
設
定
し
、

各
国
の
代
議
員
に
よ
る
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
実
施
。
UA

ゼ
ン
セ
ン

の
仲
間
達
も
事
例
発
表
や

提
起
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
組
合
の
力
を
高
め
る
」

の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
ス

ギ
薬
局
ユ
ニ
オ
ン
の
木
村

美
咲
書
記
長
が
、
自
組
織

で
の
1
万
7
0
0
0
名
の

短
時
間
労
働
者
の
組
織
化

に
つ
い
て
報
告
。
短
時
間

労
働
者
の
組
織
化
の
重
要

性
を
訴
え
、
労
使
で
共
通

の
目
標
を
持
つ
こ
と
の
必

要
性
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
「
平
等
と
包

摂
」の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

コ
ー
ナ
ン
商
事
ユ
ニ
オ
ン

の
山
口
由
紀
子
委
員
長
が

女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成
や
女

性
の
健
康
支
援
の
必
要
性

を
提
起
。「
団
体
交
渉
で
女

性
の
健
康
支
援
が
取
り
上

げ
ら
れ
る
な
ど
、
私
達
の

声
が
成
果
に
つ
な
が
っ
て

い
る
」と
強
調
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
「
暴
力
や
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
健
康

で
安
全
な
職
場
」
の
セ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
Ｕ
Ａ
ゼ
ン

セ
ン
の
永
島
智
子
会
長
が

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
撲
滅
へ
向
け
た
取
り
組

み
を
報
告
。永
島
会
長
は
、

「
現
在
、
長
年
の
取
り
組

み
が
成
果
に
つ
な
が
っ
て

き
た
。
私
達
の
『
声
』
で

社
会
を
変
え
る
こ
と
が
で

き
る
」と
提
起
し
ま
し
た
。

 

重
ね
て
、
「
社
会
対
話

と
労
使
関
係
」
の
セ
ッ
シ

ョ
ン
で
は
、
カ
ス
ミ
ユ
ニ

オ
ン
の
磯
山
直
樹
副
書
記

長
が
、「
労
使
で
解
決
で
き

な
い
課
題
の
解
決
に
は
、

国
政
・
地
方
行
政
に
声
を

届
け
る
こ
と
が
必
要
不
可

欠
。
と
く
に
、
若
年
層
の

関
心
を
高
め
る
こ
と
が
重

要
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

声
を
上
げ
る
こ
と
が

課
題
解
決
の
第
一
歩

　

一
方
、
地
域
大
会
に
先

立
つ
女
性
大
会
に
お
い
て

も
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

万
代
ユ
ニ
オ
ン
の
白
國

富
美
代
副
委
員
長
は
、「
短

時
間
組
合
員
の
多
く
は
女

性
で
あ
り
、
自
分
達
の
労

働
条
件
に
つ
い
て
、
み
ず

か
ら
が
声
を
上
げ
、
変
え

て
い
く
こ
と
は
大
切
な
活

動
」
と
訴
え
ま
し
た
。

 

一
方
、
労
働
安
全
衛
生

の
観
点
か
ら
、
サ
イ
ゼ
リ

ヤ
ユ
ニ
オ
ン
の
川
島
加
津

美
委
員
長
は
「
働
く
女
性

の
健
康
サ
ポ
ー
ト
」
を
強

化
す
る
必
要
性
を
指
摘
。

Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
の
取
り
組

み
と
し
て
、
「
労
働
条
件

闘
争
や
女
性

の
健
康
支
援

に
関
す
る
セ

ミ
ナ
ー
実
施
で
後
押
し
を

は
か
っ
て
い
る
」
と
報
告

し
ま
し
た
。

　

2
0
2
4
年
11
月
12
～

13
日
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
世
界
執
行

委
員
会
に
お
い
て
、
Ｕ
Ａ

ゼ
ン
セ
ン
に
対
し
て
、「
ブ

レ
イ
キ
ン
グ
・
ス
ル
ー
賞
」

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
の
受
賞
は
、
Ｕ
Ａ
ゼ
ン

セ
ン
が
精
力
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
流
通
・
サ
ー
ビ

ス
業
に
お
け
る
組
織
拡
大

の
実
績
が
称
え
ら
れ
た
も

の
で
す
。

　

本
受
賞
に
際
し
、
Ｕ
Ａ

ゼ
ン
セ
ン
の
永
島
智
子
会

長
は
感
謝
の
言
葉
と
と
も

に
、「
『
組
織
化
』
と
『
賃

上
げ
』
は
私

達
の
最
優
先

課
題
。
今
後

も
世
界
の
仲

間
達
と
連
携

し
な
が
ら
、

取
り
組
み
を

続
け
て
い
き

た
い
」
と
決

意
を
語
り
ま

し
た
。�（国
際

局
・
中
田
）

ＵＡゼンセンを代表し、「ブレイキング・
スルー賞」を授与される松浦参与（中央）

〝
私
達
が
声
を
上
げ
る
こ
と
で
世
界
を
よ
り
良
い
方
向
へ
〟

〝
私
達
が
声
を
上
げ
る
こ
と
で
世
界
を
よ
り
良
い
方
向
へ
〟

“
世
界
の
仲
間
達
と
共
に

　
労
働
運
動
を
前
進
さ
せ
る
”

社会を変える原動力は組合員の声社会を変える原動力は組合員の声
第6回UNI―APRO地域大会開催第6回UNI―APRO地域大会開催

“変革のために、共に立ち上がろう”“変革のために、共に立ち上がろう”Ｕ
Ｎ
Ｉ
地
域
大
会
に
出
席
し
た
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
の
仲
間
達

年（令和 年） 月 日（木）２０25 ７ ３ ６ ―297号（　）3
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職
場
の
仲
間
に
田
村
ま
み
組
織
内
参
議
院
議
員
を
広
め
る
た
め
に
力
を
注
い

で
い
る
職
場
リ
ー
ダ
ー
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
今
号
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
組
合
員

が
活
躍
し
て
い
る
原
信
労
組
（
新
潟
県
・
組
合
員
６
６
０
０
名
）
の
事
例
で
す
。

パートナー組合員のリーダーとして
「田村「田村　　まみ」支援の輪を一層広めるまみ」支援の輪を一層広める

新潟県 原信労働組合 吉田　智子中央執行委員

シリーズ

うちのうちの
職場リーダー③職場リーダー③

吉
田
智
子
中
央
執
行
委
員
（
左
）
に
、
日
ご
ろ
の
周
知
活
動
に

対
す
る
ね
ぎ
ら
い
と
感
謝
を
伝
え
る
田
村
ま
み
参
議
院
議
員

パ
ー
ト
ナ
ー
の
仲
間
達
に

“
田
村
　

ま
み
”
を
広
め
る

　

Ｊ
Ｒ
長
岡
駅
か
ら
車
で

15
分
、
雪
が
降
り
積
も
る

「
原
信
宮
内
店
」
を
訪
ね

る
と
、
吉
田
智
子
さ
ん
が

温
か
な
笑
顔
で
迎
え
て
く

れ
た
。

　

原
信
は
、
新
潟
県
を
中

心
に
長
野
県
、
富
山
県
に

食
品
ス
ー
パ
ー
を
68
店
舗

展
開
し
て
い
る
。
店
舗
で

働
い
て
い
る
メ
ン
バ
ー
の

大
半
は
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

の
仲
間
達
で
、
「
職
場
で

は
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
を

パ
ー
ト
ナ
ー
と
呼
ん
で
い

ま
す
。
私
も
パ
ー
ト
ナ
ー

の
一
人
で
す
」
と
微
笑
む

吉
田
さ
ん
。
勤
続
23
年
で

宮
内
店
ひ
と
筋
に
歩
ん
で

き
た
ベ
テ
ラ
ン
パ
ー
ト
ナ

ー
だ
。
労
働
組
合
で
は
２

０
１
４
年
か
ら
中
央
執
行

委
員
を
務
め
、
パ
ー
ト
ナ

ー
対
策
部
を
担
当
。
長
岡

エ
リ
ア
・
12
支
部
を
ま
と

め
る
議
長
と
し
て
も
活
躍

し
て
い
る
。
日
ご
ろ
は
、

宮
内
店
支
部
の
役
員
と
連

携
し
、
店
舗
で
働
く
仲
間

約
２
０
０
名
に
田
村
ま
み

組
織
内
参
議
院
議
員
の
支

援
を
広
げ
る
活
動
に
励
ん

で
い
る
。

小
売
業
の
仲
間
の
声
を

国
政
に
届
け
続
け
る

　

吉
田
さ
ん
は
、
こ
れ
ま

で
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
本
部
や

新
潟
県
支
部
の
活
動
を
つ

う
じ
て
、
田
村
議
員
と
何

度
か
接
す
る
機
会
が
あ
っ

た
。
「
い
つ
も
明
る
く
一

生
懸
命
で
、
パ
ワ
ー
を
も

ら
え
ま
す
。
飾
ら
ず
に
話

を
聞
い
て
く
れ
て
、
会
っ

た
ら
絶
対
応
援
し
た
く
な

る
方
で
す
」
と
田
村
議
員

の
魅
力
を
語
る
。
こ
う
し

た
人
柄
を
伝
え
な
が
ら
支

持
者
カ
ー
ド
の
記
入
を
お

願
い
し
、
支
持
者
の
拡
大

に
努
め
て
き
た
。

　

そ
ん
な
な
か
、
昨
年
12

月
、
田
村
議
員
が
店
舗
を

訪
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ

た
。
吉
田
さ
ん
は
田
村
議

員
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

“
な
ぜ
田
村
議
員
を
応
援

し
て
い
る
か
”
と
い
う
こ

と
を
改
め
て
周
知
す
る
こ

と
に
し
た
。
勤
務
時
間
が

異
な
り
直
接
話
し
が
で
き

な
い
仲
間
も
い
る
た
め
、

グ
ル
ー
プ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
利

用
し
て
案
内
し
た
。
具
体

的
に
は
私
達
と
同
じ
小
売

業
の
出
身
で
、
働
く
仲
間

の
声
を
国
会
に
届
け
、
労

使
で
解
決
で
き
な
い
問
題

を
政
治
の
場
で
解
決
し
て

く
れ
る
“
私
達
の
代
表
”

で
あ
る
こ
と
。
田
村
議
員

パ
ー
ト
ナ
ー
の
参
画
で

一
層
働
き
や
す
い
職
場
へ

　

原
信
労
働
組
合
で
は
約

40
年
前
か
ら
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
の
組
合
員
化
に
取
り

組
み
、
組
合
活
動
へ
の
参

画
を
進
め
て
き
た
。現
在
、

組
合
員
６
６
０
０
名
の
う

ち
、
５
２
０
０
名
が
パ
ー

ト
ナ
ー
組
合
員
。
矢
島
良

彦
委
員
長
は
、
「
社
員
は

頻
繁
に
店
舗
を
異
動
す
る

た
め
、
職
場
や
地
域
を
良

く
知
る
パ
ー
ト
ナ
ー
の
仲

間
の
参
画
は
必
要
不
可
欠

で
す
」
と
語
る
。

　

現
在
、
77
支
部
（
店
舗

の
ほ
か
物
流
セ
ン
タ
ー
や

本
社
を
含
む
）
を
９
エ
リ

ア
・
25
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、

仕
事
も
周
知
活
動
も
全
力

一
層
支
援
の
輪
を
広
め
る

　

子
供
の
こ
ろ
か
ら
両

パ
ー
ト
ナ
ー
の
執
行
委
員

３
名
と
特
別
執
行
委
員
14

名
が
エ
リ
ア
や
ブ
ロ
ッ
ク

の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
、
活

動
を
推
進
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
各
店
舗
に
パ

ー
ト
ナ
ー
委
員
を
２
名
配

置
し
、
働
き
や
す
い
環
境

整
備
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
成
果
と
し
て
、
エ
リ

ア
内
で
人
員
を
カ
バ
ー
す

る
体
制
が
進
み
、
年
間
の

有
休
取
得
率
は
90
％
を
達

成
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
ブ
ロ
ッ
ク

で
は
、
な
ん
で
も
話
せ
る

場
と
し
て
パ
ー
ト
ナ
ー
懇

談
会
（
年
１
回
）
の
開
催

や
、
体
験
型
の
交
流
会
な

ど
を
実
施
し
、
仲
間
の
つ

な
が
り
を
深
め
て
き
た
。

　

ま
た
、
組
合
で
は
パ
ー

ト
ナ
ー
の
仲
間
の
声
を
受

け
、
寒
さ
対
策
に
取
り
組

長
年
地
域
で
愛
さ
れ
る
宮
内

店
。
寒
冷
前
線
通
過
後
の
一
枚

（
撮
影
：
川
村
勇
祐
店
次
長
）

カ
ラ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
学
び
、
売
り
場
を

飾
る
吉
田
さ
ん
。
華
や
か
な
ひ
な
祭
り
の
お

菓
子
コ
ー
ナ
ー
は
お
客
さ
ま
に
大
好
評

齋
藤
さ
ん
と
同
様
に
吉
田
さ
ん
と
信
頼
を
寄
せ

合
う
高
嶋
美
由
紀
ア
シ
ス
タ
ン
ト
チ
ー
フ

吉
田
さ
ん
と
同
じ
加
食
住
居
部
門
で
働
く
齋
藤

貴
美
子
さ
ん
。素
敵
な
笑
顔
が
印
象
的

原信宮内店の仲間と記念撮影を行う田村議員。仲間
達は田村議員から直接話を聞き、より身近に感じた

宮内店支部の事務局を務める川村店次長（右）と連
携し、パートナー組合員の佐野みゆきさん（左）に、
田村議員の活躍を伝える様子。下は吉田さんを囲
んで、大野健太郎書記長、矢島良彦委員長、山本
陽子中央執行委員、滝沢心部門チーフ（右から）

が
声
を
上
げ

続
け
て
く
れ

た
お
か
げ

で
、
カ
ス
タ

マ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
対
策

や
年
収
の
壁

の
問
題
が
国

政
の
場
で
大

き
く
取
り
上

げ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た

こ
と
な
ど
を

伝
え
た
。

　

当
日
は
、

皆
、田
村
議
員
を
大
歓
迎
。

仲
間
達
は
田
村
議
員
を
よ

り
身
近
に
感
じ
、
ま
た
、

適
切
な
価
格
転
嫁
の
推
進

や
医
療
・
介
護
従
事
者
の

処
遇
改
善
な
ど
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
を
聞

き
、
一
層
心
強
く
感
じ
た

そ
う
だ
。

親
や
祖
父
母
と
一
緒
に
宮

内
店
に
通
っ
て
い
た
吉
田

さ
ん
。
「
店
舗
で
働
い
て

い
る
人
達
の
温
か
さ
が
大

に
所
属
し
、
主
に
お
菓
子

コ
ー
ナ
ー
を
担
当
。「“
宮

内
店
が
あ
っ
て
良
か
っ

た
”
と
お
客
さ
ま
に
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
売
り

場
づ
く
り
と
働
き
方
を
心

が
け
て
い
ま
す
」
と
微
笑

む
。
吉
田
さ
ん
の
勤
務
時

間
は
午
後
２
時
～
９
時
。

職
場
の
仲
間
と
の
信
頼
関

係
も
深
く
、
「
組
合
活
動

に
快
く
送
り
出
し
て
く
れ

る
」
と
感
謝
の
気
持
ち
を

語
る
。

　

「
労
働
組
合
は
自
分
を

必
要
と
し
て
く
れ
る
場

所
。新
し
い
世
界
を
経
験

さ
せ
て
く
れ
る
」と
話
す
。

「
吉
田
さ
ん
に
任
せ
て
良

か
っ
た
」
と
い
う
矢
島
委

員
長
の
言
葉
が
最
高
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て

い
る
そ
う
だ
。
そ
れ
だ
け

に
、
皆
が
楽
し
く
仕
事
が

で
き
、
や
り
甲
斐
の
持
て

る
職
場
を
目
ざ
し
、
組
合

活
動
・
政
治
活
動
に
一
生

懸
命
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

現
在
、
支
持
者
カ
ー
ド

は
目
標
の
１
０
４
％
に
達

し
て
い
る
が
、
自
分
達
の

た
め
に
国
政
の
場
で
奮
闘

し
て
く
れ
て
い
る
田
村
議

員
の
た
め
に

「
さ
ら
に
多

く
の
仲
間
や

家
族
、
友
人

に
支
援
の
輪

を
広
げ
て
い

き
た
い
」
と

吉
田
さ
ん
は

語
っ
た
。

み
、
店
内
で
ダ
ウ
ン
や
カ

ー
デ
ィ
ガ
ン
、
巻
き
ス
カ

ー
ト
な
ど
の
着
用
が
認
め

ら
れ
て
、
仲
間
達
に
と
て

も
よ
ろ
こ
ば
れ
て
い
る
と

い
う
。

働
く
仲
間
の
た
め
に

制
度
の
改
善
に
期
待

　

パ
ー
ト
ナ
ー
の
仲
間
は

１
日
６
時
間
で
働
い
て
い

る
メ
ン
バ
ー
が
多
く
、
社

会
保
険
料
を
労
使
が
折
半

で
支
払
っ
て
い
る
。
矢
島

委
員
長
は
「
税
と
社
会
保

障
の
一
体
改
革
を
国
政
の

場
で
進
め
て
ほ
し
い
」「
経

営
側
も
政
治
に
力
を
入

れ
、
労
使
が
一
緒
に
な
っ

て
取
り
組
み
を
進
め
る
べ

き
」
と
提
起
す
る
。

　

ま
た
、
「
不
在
者
投
票

の
制
度
を
改
善
し
て
ほ
し

い
」
と
話
す
。
現
行
の
制

度
は
名
簿
登
録
地
の
市
区

町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会

か
ら
事
前
に
投
票
用
紙
な

ど
を
取
り
寄
せ
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
転
勤
が
多
い
社

員
に
と
っ
て
手
間
暇
が
か

か
り
、
公
民
権
行
使
の
ネ

ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
。
「
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
の

重
点
政
策
の
な
か
で
も
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
お
よ

び
電
子
投
票
の
実
現
を
掲

げ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、

だ
れ
も
が
ど
こ
に
い
て
も

最
寄
り
の
投
票
所
で
投
票

で
き
る
制
度
変
更
に
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
」
と
田
村

議
員
に
期
待
を
寄
せ
る
。

「
田
村
議
員
の
再
選
へ
向

け
、
力
を
尽
く
し
て
い
き

ま
す
」
と
、
矢
島
委
員
長

は
力
を
込
め
た
。

好
き
で
し

た
」と
話
す
。

　

現
在
吉
田

さ
ん
は
、
加

食
住
居
部
門

【田村まみ組織内参議院議員 プロフィール】 
1976年生まれ。1999年、ジャスコ（現・イオンリテール）に入社。2006
年組合専従（中央執行委員）。2019年7月の第25回参議院議員選挙（比
例代表）で初当選。厚生労働委員会、予算委員会、消費者問題特別委
員会、政治倫理審査会などに所属。本年7月実施の第27回参議院議員
選挙（比例代表）の組織内候補者として、働く仲間の声を聴きながら、
政策実現にまい進中。

田
村
議
員
の
活
躍
を
く
り
返
し
伝
え
る

気
持
ち
良
く
働
け
る
職
場
づ
く
り
へ

や
り
甲
斐
の
持
て
る
職
場
を
目
ざ
し
て
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